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早成２２年５月２１日

厚生労働省社会・援護局保護課長

無料低額宿泊施設等に関する生活保護の運用改善について

　今般、生活保瑛受給者に対する居住に係る支援の充実及び生活保護の適正な運用

を図る観点から、r生活保護法による保護の実施要領について』（昭和３８年４月１

日杜死第２４６牙厚生省社会局長通知）、「生活保護法による保護の実施要憐の取扱

いについてj（昭和３８年４月１日独保第３４号厚生省社会局保護課長）及び「生活

保護問答集j（平或２１年３月３１日厚生労働省社会・援護局保幾課長事務連絡）を

改正し、別添概要資料のとおりの扱いとすることとしましたので、管内実施機関に周

知徹底を図るとともに、改正の趣旨を十分ご理解の上、適切な運用を実施していただ

くようお願いします。
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厚生労働省社会・援錬局長

r生活保蹟法による保謹の実施斐鎖についてjのｰ一部改正にりいて（通知）

　従来、保護開始時において、安定した住居のない要保錘者が居宅の確保に揃Ｌ、敷

金を必要とする場合に関しては、「生活係撞法による保護の実施婆蜘について」（昭

和３８郊･4 J1 1 日社発第２４６号厚生省社会局長通知）第７の４（１）キにより、敷

金等の支給要件を定めているところである。　　　。

　昨今、要保復者が居住する住宅めて部において、住環境が著しく劣悪な状態にある

にもかかわらず、周辺の類似の住宅に比べ割高な敷金等が徴収される実態が報じられ

ているところである。

　今般、生活保鍾受鮨者に対する支援の充実及ぴ生括保撞の適正な運用を図る観点か

ら、居住することが不適切と認められた場合には敷金等を支給することのないよう、

上記通知のｰ一部を別紙の新旧対照表のとおり改正し、平成２２年６月1.日から適用す

ることとしたので、御了知の上、保護の実施に遣鮪のないよう配意されたい。



(別紙)

新　旧　対　照　表

○　生活保諸法による保護の実施要頷にりいて

　　　　　　　　（昭和３８年４刃１日社発第２４６号厚生省社会局長通知）（抄）

改 正 後

¶ r - ♂ ■ ■ J j

第７　最低生活費の認定

　１～３　（略）

　４　住宅貧

　　（l）家賃、間代、地代等　、

　　　　ア～カ　（略）

　　　　キ　保護開始時において、安

　　　　　定した住居のない娶保護者

　　　　　（保護の実施機関において

　　　　　居宅生活ができると認めら

　　　　　れる者に限る｡）が住宅の確

　　　　　保に際し、敷金等を必要と

　　　　　する場合で、オに定める額

　　　　　以内の家賃又は間代を必要

　　　　　とする住居を確保するとき

　　　　　は、オに定める額に３を果

　　　　　じて得た額の範囲内におい

　　　　　て特別基準の設定があった

　　　　　ものとして必要な額を認め

　　　　　て差し支えないことゴ住漂

　　　　　m

　　　　　ることが耗認されたｗ合そ　　　　　＿＿｡｡｡＿J四｡＿｡………蒙｡＿

　　　　　座脆哀旅息服監推ヒこ墨狂

　　　　　之

　　　　　里立到隻ムム＿

(以下賂)

現 行

第７　最低生活費の認定

　１～９　（略）

　４　住宅費

　　CI）家賃、聞代、地代等

　　　ア～カ（賂）

　　　キ　保護開始時|こおいて、安

　　　　定した住居のない要保護者

　　　　　（儀鐘の実施機関において

　　　　居宅生活ができると認めら

　　　　れる者に限る｡）が住宅の袖

　　　　保に勲し、敷金等を必要と

　　　　する場合で、オに定める額

　　　　以内の家賃又は間代を必要

　　　　とする住居を確保するとき

は、オに定める額に３を乗手

じて得た額の範囲内におい｜

て特別基準の設定があ、た

ものとして必要な額を認め、

て差し支えないこと。

(以下略)

、｡＿」
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　　都道府県

各　指定都市　民生主管前（局）畏　殿

　　中核巾

杜援保発０５２１

平成２２年５月

厚生労働省社会・援護局保護睡長

　F生活保護法による保護の実施要領の取扱いについてjの

一部改正について（通知）

第

２

１

１

号

日

　今般、け生活保順法による保護の実施要領について」の一郎改正について」（平成

２２年５月　目礼後発　　第　号厚生労働省社会・援護局長通知）の趣旨を踏まえ、

①　第７の問３０に定める敷金等の支給要件の一郎を改正し、劣悪な無料低額宿泊施

　設や社会福祉各法に法的位置付けのない施設等（以下、r無料低額宿泊施設等jと

　いうＪに入所している者が、適切な法定施設（グループホームや有料老人ホーム

　等、社会福祉各法に規定されている施設をいう｡）へ転居する際に必要な敷金等を

　支給できることとし、生活保接受給者に対する適切な転居支援を促進する

②　第１２の問２を新設し、無料低額宿泊施設等に入所している者に対する訪問活動

　の徹底を図るとともに、住宅確保・就労支復員の活用も促進する

こととし、バ生活保護法による保護の実施要領の取扱いについてj（昭和３８年４月

１目礼保第３４号厚生省社会局保護課長通知）を別紙の新旧対照表のとおり改正し、

平成２２年６月１日から適用することとしましたので、御了知の上、保護の実施に遺

漏のないよう配意いただきますようお願いします。



(別紙)

新　旧　対　湘　表

○　生活保護法による保護の実施要領の取扱いについて

　　　　　　（昭和３８年４月１目礼保第３４号厚生省社会局保護課長通知）（抄）

　　　　　　　改　正　後

第１～第６　（略）

第７　最低生活費の認定

間30　局長通知第７の４の（1）のカ

　にいう、「転居に際Ｌ、敷金笏を

　必要とする場合」とは、どのよ

　うな場合をいうか。

答　「転居に際し、敷金等を必宴

　とする場合」とは、次のいずれ

　かに該当する場合で、敷金笏を

　必要とするときiこ限られるもの

　である。

　1～5　（略）

　６　宿所提供施設、無料低額宿泊

　　所（社会福祉法第２条第Ｓ項

　　第８号に規定する無料低額宿

　　拍事業を行う施設をいう。凪

　　下周じ｡）郷を一時的な起居

　　の場として利用している場合/

　　であ･って、居宅生活ができる

　　と認められる場合　　　　　i

　7～16（略）
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第１～第６　（路）

第７　最低生活費の認定

問30　局長通知第７の４の（1）のカ

　にいう「転居に賑し、敷金聾を

　必要とする場合」とは、どのよ

　うな砺合をいうか。

答　r転居に醐し、敷金飾を必要

　とする場合」とは、次のいずれ

　かに該当する場合で、敷金等を

　必要とするときに限られるもの

　である。

　1～5　j（略）

7～15（略）

16　認知能対応型老人共同生活

　援助事業を行う住居（グルー

　プホーム）に入居する場合
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第１２　調査及び援助方針等
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第１２　調査及び援助方針等

　（新設）
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民生主管部（局）長　殿

事　　務　　連　　絡

平成２２年５月２１日

厚生労働省社会・援護局保護課長

「生活保護問答集について」の一部改正について

　今般、「F生活保護法による保護の実施要領について」の一郎改正について.j（平成

２２年５月　目社扱発　　第　号厚生労働省社会・援護局長酒仙）の趣旨を踏まえ、

①　一時的な居住の場とし､て社会福祉各法に法的校医付けのない施設に入所している

　者が、－般居宅に転居する際に必要な敷金等を支給できること冲、そのような転居

　の際に移送費として引越に係る費用を支給できることを明確化し、劣悪な社会福祉

　各法に法的位置付けのない施設からの転居支援を促進する

②　無料低額宿泊施設に限らず、法的位置付けのない施設においても、一一居室に複数

　人が居住する場合は、住宅扶助基準額を人数で除した額等により認定することを明
　硫化し、住宅扶助費の適正な運用を図る

こととに「生活保護問答偏について」（平成２１年３月３１日厚生労働省社会・援

護局保護課長事務連絡）の一郎を別紙の新旧対照表のとおり改正し、平成２２年６月

１日から適用することとしたので、御了知の上、保護の実施に遺漏のないよう配意い

ただくようお順いいたします。
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(別紙)

○　生活保護間答集について
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第７　最低生活費の認定
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第１２　調査及び援助方針
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